
委
員
会
は
宮
本
副
議
長
の
挨

拶
で
開
会
し
、
座
長
に
郡
山
運

輸
区
の
大
和
委
員
を
選
出
し
議

事
が
進
行
さ
れ
た
。

委
員
会
で
は
各
委
員
の
活
発

な
討
論
と
質
疑
答
弁
な
ど
が
行

わ
れ
、
新
役
員
を
選
出
し
て
最

後
に
、
三
塚
議
長
の
団
結
頑
張

ろ
う
で
閉
会
し
た
。

◆
ダ
イ
改
・
駅
無
人
化
・
ワ
ン

マ
ン
化
・
設
備
メ
ン
テ
等
、
年
々

合
理
化
で
ど
こ
も
要
員
が
厳
し

い
。

◆
仙
台
運
輸
区
で
は
４
・
６
両

の
ワ
ン
マ
ン
運
転
に
よ
る
労
働

強
化
と
乗
客
は
戸
挟
み
の
恐
れ
。

◆
鉄
道
で
の
暴
力
事
件
は
07
年

が
４
７
０
件
、
08
年
で
は
４
５

２
件
。
駅
無
人
化
や
ワ
ン
マ
ン

運
転
な
ど
、
人
員
合
理
化
に
起

因
か
。

◆
福
知
山
線
脱
線
事
故
で
は
、

JR
西
日
本
の
三
役
が
更
迭
・
逮

捕
・
社
長
が
辞
任
。
（
営
利
優

先
に
よ
る
）
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ

と
安
全
無
視
が
原
因
。

◆
取
水
事
件
と
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
問
題
。
（
何
か
あ
れ
ば
）

私
達
は
詰
め
ら
れ
る
が
、
会
社

自
体
は
法
令
順
守
せ
ず
。

◆
JR
西
日
本
で
73
日
間
の
日
勤

教
育
。
裁
判
で
は
15
万
円
の
慰

謝
料
が
認
定
。
「
日
勤
教
育
は

ダ
メ
」
が
裁
判
で
明
ら
か
に
。

◆
検
修
職
場
は
全
面
外
注
化
の

動
き
。
運
転
士
職
場
で
は
三
原

則
（
睡
眠
・
食
事
・
ト
イ
レ
）

を
基
本
に
各
職
場
で
要
求
を
作

成
。

◆
要
員
不
足
と
ワ
ン
マ
ン
で
は

団
交
で
我
々
と
会
社
の
考
え
に

大
き
な
隔
た
り
（
安
全
、
サ
ー

ビ
ス
の
対
策
な
し
）
。

◆
ダ
イ
改
で
ワ
ン
マ
ン
に
な
っ

た
線
区
〜
車
両
故
障
や
雪
害
を

考
え
る
と
運
転
士
一
人
の
判
断

で
対
応
す
る
の
は
大
変
。
こ
れ

か
ら
も
訴
え
て
い
く
。

◆
組
織
拡
大
〜
運
転
士
や
車
掌

は
若
い
人
が
多
く
、
新
採
に
限

ら
ず
日
常
的
な
活
動
と
世
話
役

活
動
を
通
じ
拡
大
に
。

◆
遠
距
離
通
勤
。
１
〜
２
時
間

の
通
勤
が
７
〜
８
年
を
超
え
て

い
る
人
も
。
地
本
の
取
組
み
と

合
わ
せ
、
協
議
会
も
各
方
面
へ

働
き
か
け
を
し
て
い
く
。

◆
昨
年
７
月
、
会
社
が
新
車
の

導
入
基
本
方
針
を
提
出
。
エ
リ

ア
協
議
会
と
連
携
を
し
改
善
を

図
る
。

佐
藤
委
員

（小
牛
田
運
輸
区
）

◆
昨
年
11
月
郡
山
総
合
車
両
セ

ン
タ
ー
郡
山
派
出
か
ら
小
牛
田

に
強
制
配
転
、
一
方
で
帰
っ
た

人
も
お
り
バ
ー
タ
ー
か
。
遠
距

離
配
転
者
を
帰
す
た
め
の
配
転

だ
が
、
期
間
の
違
い
は
あ
っ
て

も
東
労
組
は
帰
っ
て
い
る
。

反
面
、
国
労
は
出
さ
れ
る
一
方
。

一
括
和
解
で
も
変
化
な
し
だ
が
、

打
開
の
取
り
組
み
を
。

◆
検
修
は
泊
り
勤
務
が
主
だ
が
、

人
が
回
ら
ず
技
管
が
泊
ま
り
勤

務
に
。
人
を
出
し
て
職
場
が
回

ら
な
く
て
も
補
充
な
し
は
納
得

が
い
か
な
い
。
日
勤
を
し
な
が

ら
２
徹
、
指
摘
を
し
て
も
改
善

せ
ず
。

◆
車
両
故
障
に
必
要
な
部
品
が

無
い
状
況
。
故
障
対
応
を
後
回

し
に
し
、
そ
の
ま
ま
走
ら
せ
て

い
る
の
が
現
状
。

◆
検
修
に
助
役
２
人
い
る
が
仕

事
は
二
の
次
、
イ
ベ
ン
ト
等
を

必
死
に
。
仕
事
に
対
す
る
意
見

に
耳
を
傾
け
ず
、
現
場
対
応
で

助
役
は
飾
り
か
。
今
回
区
長
が

代
わ
り
、
挨
拶
で
「
人
を
大
切

に
す
る
」
と
。
強
制
配
転
者
、

遠
距
離
通
勤
者
、
単
身
赴
任
者

は
、
心
身
共
に
疲
れ
て
お
り
改

善
を
。

佐
々
木
委
員

（仙
台
運
輸
区
）

◆
小
牛
田
で
ポ
イ
ン
ト
制
限
35

km
を
70
で
通
過
。
現
在
、
乗
務

員
試
験
の
時
は
「
出
発
進
行
」

で
ノ
ッ
チ
を
フ
ル
（
5
ノ
ッ
チ
）

に
。
そ
の
延
長
線
上
に
あ
っ
た

事
故
。

◆
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
か
ら
引

き
出
し
た
デ
ー
タ
で
は
運
転
中

に
何
処
で
非
常
ブ
レ
ー
キ
が
掛

か
っ
た
か
も
わ
か
る
。
７
０
１
・

７
１
９
に
は
、
Ａ
Ｔ
Ｓ
‐
Ｐ
Ｓ

が
、
７
２
１
に
は
、
モ
ニ
タ
ー

が
付
い
て
お
り
全
て
記
録
可
。

い
つ
車
掌
が
ど
の
ド
ア
を
開

け
た
か
も
全
て
出
る
。
「
こ
れ

は
保
安
装
置
で
あ
り
、
運
転
保

安
上
の
施
策
」
と
会
社
。
し
か

し
一
方
で
は
国
交
省
か
ら
、
尼

崎
の
運
転
士
の
よ
う
に
何
を
し

て
い
た
か
全
て
求
め
ら
れ
、
運

転
士
は
デ
ー
タ
で
丸
裸
に
。
そ

の
た
め
の
Ａ
Ｔ
Ｓ
‐
Ｐ
や
Ａ
Ｔ

Ｓ
‐
Ｐ
Ｓ
。
そ
の
観
点
か
ら
、

我
々
も
保
安
装
置
に
つ
い
て
も

勉
強
を
。

◆
事
故
を
起
こ
し
て
い
る
の
は
、

下
請
け
、
孫
請
け
の
人
。
不
十

分
な
教
育
で
作
業
に
就
く
。
こ

こ
に
事
故
の
芽
が
あ
る
。
運
転
・

検
修
職
場
は
、
下
請
け
が
本
体

を
支
え
る
構
図
。
三
年
前
、
幹

総
で
塗
装
の
下
請
け
の
人
が
死

亡
事
故
。
法
律
的
面
だ
け
で
な

く
考
え
て
い
か
な
い
と
。

◆
仙
台
運
輸
区
で
は
車
掌
を
含

め
女
性
は
50
人
。
運
転
士
見
習

い
に
は
、
先
生
と
し
て
少
し
前

に
運
転
士
に
な
っ
た
人
を
付
け

る
。
車
掌
も
同
じ
。
技
術
継
承

と
言
い
な
が
ら
、
人
を
育
て
る

時
に
こ
の
手
法
。
理
由
は
誰
で

も
や
れ
る
と
い
う
体
制
の
確
立
。

だ
か
ら
車
両
も
簡
単
で
な
け
れ

ば
ダ
メ
。
そ
し
て
生
産
力
を
上

げ
る
観
点
。
こ
こ
に
は
安
全
も
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仙
台
地
方
本
部
運
転
協
議
会
（
運
転
士
・
検
修
）
は
、
７
月

18
日
、
こ
く
ろ
う
会
館
に
お
い
て
定
期
委
員
会
を
開
催
し
、
各

委
員
の
真
摯
な
討
論
か
ら
当
面
す
る
諸
活
動
の
取
組
み
と
闘
い

の
意
思
統
一
を
行
っ
た
。

８
・
20

地
方
代
表
者
会
議

８
・
21
〜
22

第
77
回
定
期
全
国
大
会

８
・
30

第
24
回
地
本
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
会
議

９
・
３

東
日
本
本
部
書
記
長
会
議

地
方
本
部
は
８
月
７
日
、
仙

台
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
に
お
い

て
、
本
年
7
月
末
日
を
持
っ

て
定
年
退
職
さ
れ
た
、
地
方

本
部
書
記
の
岡
崎
均
さ
ん
に

「
感
謝
す
る
会
」
を
開
催
し

た
。
主
賓
の
挨
拶
と
し
て
岡

崎
さ
ん
は
「
多
く
の
苦
楽
が

あ
っ
た
。
特
に
分
割
・
民
営

化
の
時
は
、
様
々
な
意
味
で

苦
労
を
し
た
が
、
皆
さ
ん
に

支
え
ら
れ
て
定
年
ま
で
働
き

続
け
る
こ
と
が
出
来
た
。

今
後
は
体
調
を
整
え
ま
た
皆

さ
ん
と
か
か
わ
り
を
持
っ
て

い
き
た
い
」
と
お
礼
と
感
想

な
ど
を
述
べ
た
。

会
に
は
歴
代
の
地
方
本
部
役

員
の
皆
さ
ん
、
国
労
会
館
や

交
運
共
済
の
皆
さ
ん
、
ま
た

各
支
部
の
役
員
の
皆
さ
ん
な

ど
、
岡
崎
さ
ん
と
ゆ
か
り
の

あ
る
方
々
が
か
け
付
け
て
、

そ
れ
ぞ
れ
感
謝
の
言
葉
な
ど

を
述
べ
、
長
年
の
労
を
ね
ぎ

ら
っ
た
。

岡
崎
さ
ん
の
略
歴

77
年

仙
台
地
方
本
部
入
職

78
年

東
北
自
動
車
支
部

82
年

仙
台
工
場
支
部

87
年

仙
台
地
方
本
部

09
年
7
月
31
日

退
職



技
術
継
承
も
無
く
、
会
社
の
経

営
方
針
上
の
問
題
の
み
。
こ
こ

を
追
及
し
な
け
れ
ば
。

◆
支
社
の
実
行
計
画
。
社
員
の

年
令
別
構
成
人
員
が
グ
ラ
フ
に
。

大
き
な
山
が
無
く
な
る
の
が

後
10
年
、
こ
こ
に
国
労
が
居
る
。

10
年
後
、
ど
う
生
産
を
維
持

し
て
い
く
の
か
。
経
営
ビ
ジ
ョ

ン
が
10
年
ス
パ
ン
で
出
て
き
た

意
味
だ
。
本
社
の
経
営
ビ
ジ
ョ

ン
の
中
に
は
「
創
造
的
破
壊
」

の
表
現
。
か
つ
て
議
論
し
た
ス

ク
ラ
ッ
プ
ア
ン
ド
ビ
ル
ド
。
意

図
的
に
使
用
し
て
お
り
、
そ
の

ス
タ
ン
ス
に
立
っ
て
物
事
を
考

え
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ろ
と
。
こ
こ

に
合
理
化
の
全
て
が
集
約
さ
れ

て
い
る
。
国
労
と
和
解
せ
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
理
由
を
こ
の
グ

ラ
フ
は
全
て
表
し
て
い
る
。

◆
仙
台
支
社
は
本
社
の
実
験
台

化
し
て
い
る
。
ア
ク
セ
ス
線
も

含
め
、
車
両
の
作
成
も
い
ろ
ん

な
条
件
を
詰
め
込
ん
で
作
ら
せ

る
。
デ
ー
タ
化
し
何
処
か
で
展

開
し
て
い
く
ス
タ
ン
ス
。
た
だ

大
急
ぎ
で
や
っ
て
い
る
た
め
弱

点
も
あ
る
。
そ
れ
は
我
々
が
や
っ

て
き
た
ワ
ン
マ
ン
反
対
。
工
場

の
マ
ザ
ー
ベ
ー
ス
化
に
よ
り
現

場
に
部
品
が
な
い
。
都
度
発
注

し
部
品
が
届
く
。
そ
う
い
う
矛

盾
点
を
突
き
詰
め
積
み
上
げ
て

い
く
し
か
な
い
。
会
社
は
シ
ス

テ
ム
を
変
換
し
、
大
変
大
き
な

合
理
化
を
考
え
て
い
る
。

◆
乗
務
員
は
CS
で
上
げ
ら
れ
た

り
、
添
乗
さ
れ
た
り
。
助
役
は

列
車
で
通
勤
す
る
場
合
、
そ
の

列
車
の
乗
務
員
の
チ
ェ
ッ
ク
を

定
期
的
に
求
め
ら
れ
て
お
り
、

そ
の
積
み
上
げ
で
評
価
が
さ
れ

る
（
５
段
階
）
。
特
に
集
中
し

て
い
る
の
が
４
２
７
Ｍ
（
仙
台

↓
利
府
）
で
、
苦
情
件
数
は
抜

き
ん
出
て
お
り
運
転
士
・
車
掌

は
監
視
さ
れ
て
い
る
。
ス
ト
レ

ス
が
激
し
く
な
り
、
２
人
の
女

性
運
転
士
が
誕
生
し
た
が
、
１

人
は
う
つ
に
な
り
病
休
に
。
車

掌
を
１
年
以
上
経
験
し
た
人
、

必
ず
運
転
士
の
試
験
を
否
応
な

し
受
け
さ
せ
ら
れ
る
。
結
婚
・

出
産
な
ど
女
性
に
関
す
る
問
題

は
更
に
出
て
く
る
。
女
性
に
対

し
会
社
は
冷
た
い
。
こ
れ
も
弱

点
。
こ
の
辺
の
事
を
皆
で
や
っ

て
い
き
た
い
。

我
妻
委
員

（
仙
台
電
車
区
）

◆
４
月
に
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
１
名

が
配
属
。
分
会
で
花
見
を
計
画
、

平
成
採
の
11
人
全
員
に
案
内
状

を
出
し
た
が
、
東
労
組
か
ら
ク

レ
ー
ム
。
平
成
採
の
人
は
我
々

と
一
緒
に
な
っ
て
仕
事
を
し
て

お
り
、
仕
事
上
は
距
離
を
置
け

な
い
た
め
心
中
複
雑
だ
と
思
う
。

◆
新
型
車
両
が
導
入
さ
れ
３
年
。

車
両
不
具
合
が
目
に
付
く
。

ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
化
さ
れ

て
ノ
ー
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
前
提
だ

が
検
修
側
で
は
大
変
。
部
品
が

す
ぐ
に
入
っ
て
く
る
状
況
に
な

い
。
７
０
１
系
の
床
下
機
器
の

取
替
で
、
６
月
末
に
出
し
た
車

両
が
１
週
間
も
し
な
い
で
パ
ン

ク
。
原
因
追
及
、
犯
人
探
し
の

事
情
聴
取
で
、
数
日
前
か
ら
大

騒
ぎ
。
問
題
は
突
発
的
な
作
業

の
た
め
マ
ニ
ュ
ア
ル
も
チ
ェ
ッ

ク
リ
ス
ト
も
な
し
。
会
社
は
こ

の
間
Ｉ
Ｓ
Ｏ
を
推
進
し
て
き
た

が
、
実
際
に
直
面
す
る
と
何
も

で
き
ず
。

◆
郡
総
が
母
体
で
、
我
々
区
所

は
派
出
。
郡
総
で
は
今
年
４
月

に
外
注
化
、
そ
こ
に
社
員
が
出

向
。
検
修
の
全
面
外
注
化
で
本

社
か
ら
ゴ
ー
サ
イ
ン
が
出
た
と

聞
く
。
後
４
〜
５
年
す
る
と
検

修
の
主
体
的
な
退
職
。
エ
ル
ダ
ー

等
で
活
用
を
図
る
こ
と
を
考
慮

す
れ
ば
、
外
注
化
し
な
が
ら
そ

こ
に
出
向
か
。

◆
こ
こ
３
年
〜
５
年
の
平
成
採

が
中
心
に
な
り
検
修
が
回
さ
れ

て
い
く
状
況
。
熟
練
工
は
外
注

化
さ
れ
、
技
術
力
の
伝
承
に
な

ら
な
い
。
車
両
も
そ
の
よ
う
に

し
な
け
れ
ば
対
応
で
き
な
い
事

態
も
。
車
両
セ
ン
タ
ー
い
つ
丸

ご
と
外
注
化
さ
れ
て
も
お
か
し

く
な
い
状
況
。
自
分
10
％
カ
ッ

ト
。
今
後
も
10
％
カ
ッ
ト
の
組

合
員
続
く
。
よ
り
快
適
な
車
両

を
提
供
す
る
と
い
う
主
旨
か
ら

外
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
も
の

と
の
闘
い
が
我
々
国
労
に
求
め

ら
れ
る
。

古
川
委
員

（
仙
台
電
車
区
）

◆
交
番
検
査
。
社
会
人
採
用
の

見
習
い
が
全
々
は
か
ど
ら
な
い
。

原
因
は
頻
繁
な
研
修
、
パ
ワ
ー

ポ
イ
ン
ト
の
講
習
と
か
、
仕
事

と
は
関
係
の
な
い
こ
と
で
時
間

を
割
か
れ
、
本
来
の
仕
事
が
身

に
付
か
な
い
状
態
。
結
果
と
し

て
要
員
不
足
に
。
健
康
診
断
が

始
ま
る
が
、
人
が
回
ら
ず
健
康

診
断
に
行
け
な
い
人
も
。
技
術

伝
承
を
考
え
て
い
な
い
の
で
は
。

◆
去
年
の
新
採
は
技
管
に
上
が

り
、
事
故
屋
を
担
当
。
昔
の
事

故
屋
・
電
車
の
神
様
と
言
わ
れ

る
よ
う
な
人
が
担
当
し
て
い
る

部
署
。
そ
こ
へ
１
年
で
技
管
の

事
故
屋
。
行
っ
た
本
人
が
一
番

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ
て
ス
ト

レ
ス
に
な
っ
て
い
る
と
聞
く
。

安
全
安
定
輸
送
、
安
全
な
車

両
の
提
供
が
出
来
る
の
か
。

黒
羽
委
員

（郡
山
車
セ
磐
東
派
出
）

◆
郡
山
派
出
か
ら
藤
田
香
さ
ん

が
小
牛
田
運
輸
区
に
。
郡
山
と

比
較
し
業
務
量
が
多
く
大
変
だ

と
。
小
牛
田
運
輸
区
と
の
交
流

会
を
検
討
し
た
い
。

◆
昨
年
国
労
に
加
入
し
た
小
田

さ
ん
。
今
年
3
月
か
ら
足
腰
が

悪
い
た
め
に
3
ヶ
月
間
病
欠
。

６
月
１
日
か
ら
職
場
復
帰
し

軽
作
業
に
。
小
田
さ
ん
は
ビ
ジ

ネ
ス
駅
ネ
ッ
ト
を
希
望
し
て
お

り
戻
す
た
め
の
取
り
組
み
を
協

議
会
と
地
本
に
要
請
す
る
。

本
田
委
員

（
会
津
若
松
運
輸
区
）

◆
若
松
派
出
は
17
人
で
回
し
て

い
る
。
要
員
不
足
。
要
求
し
て

い
る
が
改
善
さ
れ
な
い
。

◆
検
修
合
理
化
の
噂
。
関
連
会

社
の
話
し
で
は
技
管
以
外
は
全

て
外
注
と
か
。
郡
工
は
昨
年
よ

り
仕
事
が
五
割
り
増
し
で
そ
の

分
外
注
に
。
外
注
に
す
る
か
ら

人
も
行
け
と
７
〜
８
人
や
ら
れ

て
い
る
。
若
松
も
技
管
以
外
は

そ
う
な
る
の
で
は
。

◆
若
松
の
将
来
展
望
は
？
今
後
、

車
両
の
外
注
化
は
進
む
と
思
う
。

エ
ル
ダ
ー
も
含
め
て
。
同
じ

社
員
で
あ
っ
て
も
、
本
体
と
外

注
で
は
休
日
等
労
働
条
件
が
低

下
す
る
。
外
注
の
労
働
条
件
を

上
げ
な
け
れ
ば
、
嫌
気
を
さ
し

て
辞
め
る
人
が
出
る
。
今
で
さ

え
55
・
58
歳
で
辞
め
る
と
い
う

人
が
い
る
。

◆
エ
ル
ダ
ー
で
郡
山
に
採
用
に

な
っ
た
方
。
早
出
が
あ
り
一
番

列
車
で
間
に
合
わ
ず
。
ア
パ
ー

ト
を
借
り
て
単
身
赴
任
で
対
応

し
ろ
と
い
わ
れ
た
が
、
直
談
判

し
て
通
勤
す
る
と
。
会
社
と
受

け
入
れ
側
の
ズ
レ
が
あ
り
、
着

任
１
ヵ
月
後
に
早
番
を
言
わ
れ
、

話
し
が
違
う
と
い
う
と
、
「
そ

れ
は
本
体
で
の
話
し
で
し
ょ
う
」

で
終
わ
り
。
１
〜
２
ヶ
月
で
辞

め
た
人
は
国
労
で
２
人
。
年
取
っ

て
か
ら
の
単
身
赴
任
は
お
か
し

い
。
状
況
を
緩
和
す
る
た
め
に

窓
口
を
作
っ
て
、
安
定
し
た
働

き
甲
斐
の
あ
る
職
場
を
作
る
前

提
で
進
め
て
も
ら
う
こ
と
を
地

本
に
要
請
す
る
。

菊
地
委
員

（
小
牛
田
運
輸
区
）

◆
郡
山
か
ら
佐
藤
勝
雄
さ
ん
と

同
時
に
配
転
さ
れ
て
来
た
人
が

７
月
１
日
付
け
で
地
元
に
戻
っ

た
。
和
解
し
た
と
言
っ
て
も
差

別
は
あ
る
。
同
じ
よ
う
に
帰
れ

る
取
り
組
み
を
。

◆
職
場
は
要
員
不
足
。
宮
城
Ｄ

Ｃ
で
陸
羽
東
線
に
Ｓ
Ｌ
走
っ
た

が
要
員
が
取
ら
れ
大
変
だ
っ
た
。

ま
た
具
体
的
な
作
業
指
示
が
な

い
の
に
、
名
前
を
貼
り
付
け
ら

れ
、
分
か
ら
な
く
て
も
仕
事
に

就
く
し
か
な
く
、
本
来
業
務
が

回
せ
な
い
く
ら
い
忙
し
か
っ
た
。

別
要
員
を
確
保
す
る
取
り
組
み

が
必
要
。

◆
組
織
拡
大
は
難
し
い
。
福
島

で
の
国
労
の
組
合
説
明
会
は
良

い
と
思
う
。
各
職
場
で
説
明
会

が
出
来
れ
ば
な
お
良
い
◆
国
労

組
織
の
現
状
は
厳
し
く
、
活
動

を
縮
小
し
て
も
ら
い
た
い
。
個

人
的
負
担
が
大
き
く
な
る
。

◆
技
術
伝
承
。
国
労
は
東
以
上

に
考
え
て
い
る
。
そ
の
こ
と
で

４
月
に
団
交
。
会
社
は
認
識
し

て
い
る
が
、
し
っ
か
り
と
答
え

て
い
な
い
。

◆
休
勤
が
多
い
。
要
員
を
増
や

す
た
め
に
は
休
勤
は
や
め
よ
う
。

運
転
士
も
そ
う
だ
が
特
に
車
掌

は
各
職
場
で
あ
る
。
い
つ
も
大

会
で
は
運
転
士
が
少
な
い
。

◆
検
修
職
場
の
疑
問
点
は
か
な

り
あ
る
。
役
員
会
で
煮
詰
め
、

上
部
機
関
と
連
帯
し
な
が
ら
エ

リ
ア
の
運
協
と
交
渉
に
上
げ
て

い
く
。

◆
佐
藤
勝
雄
さ
ん
の
件
。
地
本

へ
伝
え
て
あ
る
が
解
決
し
て
い

な
い
。
引
き
続
き
早
く
戻
れ
る

よ
う
働
き
か
け
て
行
く
。

◆
現
場
の
助
役
は
仕
事
に
精
通

し
て
お
ら
ず
、
技
術
管
理
に
仕

事
を
任
せ
て
お
り
責
任
を
持
っ

て
い
な
い
。
正
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

◆
藤
田
さ
ん
の
件
。
ま
だ
ま
だ

公
正
公
平
な
人
事
で
は
な
い
。

実
感
が
わ
か
な
い
。
地
本
で
検

討
を
。

◆
新
人
教
育
。
入
っ
て
す
ぐ
１

本
に
さ
せ
ら
れ
た
。
全
く
教
育

や
訓
練
な
い
。
10
年
位
前
ま
で

は
１
人
ひ
と
り
サ
ポ
ー
タ
ー
を

つ
け
て
１
年
間
み
っ
ち
り
指
導

を
し
た
。
今
は
急
速
仕
上
げ
、

数
ヶ
月
で
頭
数
は
我
々
と
同
じ
。

小
牛
田
で
は
競
技
会
に
引
っ

張
り
出
さ
れ
て
い
る
。
現
場
長

達
の
成
績
を
考
慮
し
た
も
の
。

本
人
達
の
勉
強
の
結
果
を
望

ん
だ
も
の
で
は
な
い
。

新
役
員
の
み
な
さ
ん

議

長

三
塚

昇

小
牛
田
運
輸
区

副
議
長

宮
本

広
美

仙
台
車
両
セ
ン
タ
ー

副
議
長

青
砥

淳
泰

新
庄
運
転
区

事
務
長

日
下

一
雄

郡
山
運
輸
区

会
計
監
査

佐
藤
正
彦

仙
台
車
両
セ
ン
タ
ー

会
計
監
査

山
崎

享

小
牛
田
運
輸
区

第２５６２号 国労仙台 ２００９年９月５日

団結 抵抗 統一

貨
物
宮
城
分
会
の
内
海
清
夫

さ
ん
が
、
肺
が
ん
に
よ
り
、
７

月
25
日
永
眠
し
た
。
享
年
56
歳
。

内
海
さ
ん
は
一
昨
年
、
秋
の

石
綿
検
診
で
異
常
が
発
見
さ
れ
、

翌
年
一
月
に
手
術
を
受
け
て
い

た
。
職
場
復
帰
後
は
フ
ォ
ー
ク

リ
フ
ト
の
検
修
か
ら
本
人
の
希

望
も
あ
り
、
寮
の
管
理
人
を
し

て
い
た
が
、
今
年
６
月
に
入
院

し
そ
の
ま
ま
帰
ら
ぬ
人
と
な
っ

た
。
内
海
さ
ん
は
昭
和
55
年
４

月
、
国
鉄
仙
台
機
械
区
に
入
社

し
、
同
年
12
月
に
は
小
牛
田
検

査
班
に
異
動
。
昭
和
62
年
４
月
、

Ｊ
Ｒ
貨
物
仙
台
施
設
区
（
現
仙

台
保
全
技
術
セ
ン
タ
ー
）
に
配

属
さ
れ
現
在
に
至
っ
て
い
た
。


